
郡市総合体育大会に向けて「壮行会」が行われました！
１７日から始まる郡市総合体育大会に向けて、生徒会主催の壮行会が行われました。今年度

は、角間川小学校の６年生も先輩達を激励するために駆けつけてくれました。後輩達を前にし、

少し緊張気味の選手達でしたが、大会にかける意気込みを熱く語ってくれました。各部に他の

部がエールをおくったり、団歌などの応援歌を肩を組んで歌ったり、今までにない工夫が見ら

れ会がとても盛り上がりました。また、校長のあいさつの後に、先生方からも激励のメッセー

ジがおくられました。校長のあいさつの一部を紹介します。

大会に当たって、選手の皆さんにお願いしたいことが２つあります

１つ目は、「かっこいい勝負」をしてきてほしいと言うことです。ここにいる選手の皆さ

んは、全員が、「勝負には勝ちたい」と思っているはずです。先生達も保護者や地域の方々

も、もちろん皆さんの勝利を強く願っています。でも、もっと大事なことは、試合に臨む姿

勢だと思います。みなさんが、一戦一戦に全力を尽くせるかどうかです。ひたむきに頑張れ

る南中生のよさを、十分に発揮してきてください。皆さんの一生懸命な姿は、きっと見る人

の心を動かし、誰が見ても美しいと思います。それが勝負における「かっこよさ」ではない

でしょうか。ぜひ、誰が見ても「かっこいい勝負」をしてきてください。

２つ目は、大会を通して「チーム南中」としてコミュニケーションを大事にし、みんなで

感動を共有してほしいということです。試合では、チームのムードが力になります。ピンチ

でもチャンスでも笑顔を忘れず、みんなで声をかけ合って試合に立ち向かってください。レ

ギュラーも補欠もみんなが同じ仲間であり、応援する人とも心を一つにし、「チーム南中」

として、みんなで感動を共有してくれることを願っています。

総体が終わって、「やるだけのことはやった」という充実感にあふれたみなさんに会える

ことを期待し、激励のあいさつとします。

応援の様子 卓球部の決意表明 剣道部の選手紹介

応援するバスケ部 円陣を組む野球部 監督からの激励
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学校教育目標 「自立」「協働」「創造」

～高い志をもち、互いに磨き合い、よりよい自分を求めていく生徒の育成～
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教育実習生を迎えて
本校の卒業生である粟津裕美子さんが、三週間にわたって本校

で教育実習をしました。３年部に所属し、後輩である生徒達と積

極的にコミュニケーションを図りながら、専門の美術や道徳の授

業にも挑戦し、研修を深めました。この次は、美術の先生として

本校に来てくれることを期待しています。

裕美子さんの実習を終えての感想を紹介します。

母校での三週間の実習は、長いようで短く、あっという間の日々でした。実際に教壇に立

ち、生徒たちと触れ合うことで、本当にたくさんのことを学び、経験することができました

はじめのうちは、どう生徒たちと接していけばよいのか戸惑うばかりでしたが、学内はもち

ろんのこと、学外で通勤途中の私の姿を見かけた際もあいさつをしてくれるような生徒たち

ばかりで、毎日をあたたかい気持ちで過ごすことができました。

実習中は美術の授業を中心に授業参観をし、研究授業では一年生に美術の授業を、三年生

には道徳の授業をさせていただきました。研究授業について、どのような発問や指導をして

いくべきか考えさせられる場面もありましたが、先生方からの助言や授業展開の仕方を参考

に、自分らしい授業を行うことができたと感じています。

また、研究授業以外の時間でも一緒に過ごすことの多かった三年生の皆さんからは、実習

の最終日に手書きのメッセージボードという素敵な贈り物を頂きました。

これからは、今回の実習を通して感じた嬉しさや大変さを忘れずに、美術教師になるとい

う夢に向かって精進していきたいと思います。 粟津裕美子

１年生が野菜を植えました！
１年生の総合的な学習の時間は、「食育」を柱として

学習を進めています。その一環として、給食の残飯で作

った有機肥料を使って野菜栽培を行います。１４日の朝

風タイムの時間に、ＪＡの方々の指導を受けながら、な

す、トマト、枝豆、ピーマンの４種類の野菜を植えまし

た。今年は、学校園を職員の駐車場の後ろに作りまし

た。植物の成長を生徒達自身で見届けてほしいためで

す。水やり等の当番活動も頑張りながら、おいしい野菜

を育ててほしいと思います。

６月の読み聞かせ

１年生 「はかるのだいすき ２年生 「しげちゃん」 ３年生 「花咲じいさん」

はかりんぼうや」 （秋田弁バージョン）
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